
ホログラム光学素子と分散補償投影系を用いた 

フルカラー虚像表示 

Full-color virtual-image display using a holographic optical element 

 and dispersion-compensated projection optics 
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オフアクシスミラー機能を有するホログラム光学素子

[1](以下，HOE)を用いた目線の合う双方向映像通信シス

テムを研究している[2,3]．これまで，回折光学素子(以下，

DOE )を用いたボケ補償光学系[2]を組み込んだ実機構築

を行い，単色光を用いた原理実証を行った[3]．同じ手法

をフルカラー化する場合，DOE による波長分散の影響に

より虚像が色チャンネルごとに別の場所に表示される問

題が生じる．DOE の代わりに 3 色の HOE を用いればこ

の問題は解決されるが，光利用効率が著しく減少する． 

本研究では，DOEによるボケ補償を実装しつつ上述の

虚像の位置ずれを補償する光学システム設計を検討した．

位置ずれの補償法においては，1 台のプロジェクタで分

解した RGB成分の映像を出力する手法，3台のプロジェ

クタで RGB成分を別々に投影する手法があるが，今回は

1 台のプロジェクタで行う手法を検討した．図 1 に提案

システムを示す．本システムでは投影映像を RGB成分に

分解し，図 1 のように事前に画像群の位置ずれを実装す

る．この位置ずれにより最終的な像の位置ずれを補償し

フルカラー映像を表示する．DOE の回折角度𝜃DOEは次式，   

𝜃DOE = 𝑠𝑖𝑛−1 [
𝜆

𝑑
− 𝑠𝑖𝑛𝜃𝑖]      …(1) 

（𝜆 : 波長，𝑑 : 格子間隔，𝜃𝑖 : 入射角度） 

によって導出できるため，最適なずらし量は光学素子配

置の他に各色成分の中心波長と DOE パラメータから一

意に求まる． 

RGB 波長光を回折する HOE を用いて原理実証実験を

行った．実験パラメータは図 1 のものを用いた．結果例

を図 2，図 3 に示す．ボケ補償の効果とフルカラー虚像

表示の実現が確認された．今後は表示・撮像系の一体化

実装によるカラー映像通信システムの構築を目指す． 

ホログラムの記録材料を提供して頂いた  Covestro 

Deutschland AG に謝意を表する． 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        図 1 提案光学系． 
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図 2 虚像表示結果(カラーチャート)．(a)ボケ補償が無い場合，

(b) ボケ補償と位置ずれ補償を同時に実装した場合，及び(c) ボ

ケ補償に位置ずれ補償が無い場合． 
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図 3 虚像表示結果(解像度チャート)．(a) ボケ補償と位置ずれ

補償を同時に実装した場合，(b)ボケ補償がない場合. 
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